
6 1

大規模噴火災害のカリブ海
の被災地に子供用聖書を！
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OM のミッションステートメント： 
私たちの願いは、最も福音が伝えられていない人々
の間で、イエスに従う者による生き生きとしたコ
ミュニティが形づくられることです

OM（Operation Mobilisation）は、世界約 110 カ国で 3200 名が活
動している超教派の国際的宣教団体です。OM は世界宣教のために奉
仕者の育成と、最も福音が伝えられていない地域への伝道、そして 
イエスに従うものによる生き生きとしたコミュニティが形づくられ、
それらが育成されていくことを目標にしています。
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グローバル • ミニ

Ex-OMer とは、以前ＯＭ宣教に関わった
ことがある人たちのニックネームです。
ＯＭ日本は過去２０年以上も若者を海外
宣教送り出してきましたが、その後の歩
みは様々。My Journey では、帰国した方
達のその後の歩みを伝えていきます。

２大特集： 
•  OM アート • ミニストリー 

仙台から発進！
• 南アフリカにて弟子訓練

緊急献金のお願い：
大規模噴火の被災地に
聖書を！ 東北訪問を通して

OM アート • ミニストリー
仙台から発進！

Celebrating Arts!
Missions Discipleship 
Training

南アフリカにて 
弟子訓練 P3-4

P2-3

緊急献金！

はじめまして、朝生ハンナです。
私は 2017 年に STEP というプログラ
ムでロゴスホープ号に乗船し宣教の働
きに携わっていました。船では本屋で
働き、私を含めて 10 人の友人とシェ
アルームをしながら 3 ヶ月間過ごしま
した。また、船では毎日礼拝の時間や
ミニストリーに参加することができ、
様々な働きに携わりました。
乗船中から帰国後の次のステップのこ
とを考え、具体的にどのようにして日
本で宣教や奉仕の働きに続けて携わっ
ていけるのかを祈っていました。
船から帰国後、少しお休みの期間を経
て大学の職員やデザイン会社にて勤務
しました。その間に友人からクリス
チャンキャンプの働きやクリスチャン
ラジオ団体の WEB サイト制作の働き
に誘われ、奉仕する機会が与えられま
した。
更に宣教のために何かできることはな
いかと考え、2020 年 10 月上旬に日本
の OM 事務所に何か手伝えることはな
いかと直接連絡をしてみました。その
後、すぐに東北教会訪問の奉仕への参
加、または OM の翻訳作業をやってみ
ないかと連絡をいただきました。
神様が私の「祈り」を様々な形で聞い
てくださったことに驚きました。
すぐに参加することを伝え、2020 年
11 月 29 日 ( 日 ) に OM 日本のチーム
と一緒に一日に３つの教会を訪問する
ことができました。

私たちが訪問した教会は宮城仙台市に
ある、『仙台国見教会』と福島県いわ
き市にある『ジーザスおとうさんの
家』、『グローバルミッション』という
教会です。
私たち OM チームをあたたかく迎え
てくださり、メッセージや船の証を話
す機会が与えられました。また過去に
ロゴスホープの船に乗船していたこと
がある牧師先生にも会う機会が与えら
れ、乗船中の経験や驚くべき奇跡につ
いて話を聞くことができました。
宣教や教会訪問をする中で神様の助け
が必要な人、また「祈り」が必要な人
がどれだけ多くいるのかを思い知らさ
れます。
世界には 196 の国があり、16,700 の
部族があると言われ、まだ福音が伝
わっていない部族が 6,900 あると言わ
れています。
まだ一度も神様のことを聞いたことが
ない人々に福音を伝える働きは日本で
も行うことができて、今置かれている
状況の中でも実現することができると
思います。
私は時に今後の計画を自ら立ててしま
い、神様に今後の歩みを委ねることが
難しい時があります。けれども神様は
私たちに素晴らしい計画を与えてくだ
さり、導いてくださるお方です。神様
は私たちを決して見捨てることがな
く、私たちの「祈り」を必ず聞いてく
ださいます。そのことを船に乗船中や
帰国後の体験を通して学びました。
現在は継続して OM の翻訳作業、クリ
スチャンラジオ（T ＷＲ）の WEB サ
イト制作の働きに携わっています。今
後もあらゆる状況の中でも祈ることを
大切に歩んでいきたいと思います。
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←　勤務中は船に訪れる子供と
お話ししたり、触れ合うことも
↑　ＳＴＥＰの方達との休日、
カリブ海をバックに
→　東北の教会訪問での証の時

OM の働きを覚えてご支援下さい。

 
 ロゴスホープ号による支援物資
と子供用聖書の献金

 
 ＯＭアートミニストリー協力金

 
 南アフリカ弟子訓練（ＭＤＴ）

 
 OM 日本事務局支援献金 *
* みなさんの献金は、事務局の運営費と
サポート額が十分でないスタッフの支
援金として当てられます。

献金先
上記のミニストリー／プロジェクト、
または特定の宣教師のための支援金を
送って下さる方は、振込用紙の通信欄
に送金内容をご明記の上、OM 日本の口
座にご送金くださいますよう、お願い
いたします。
  www.omjapan.org/give
 郵便振替口座 02100-0-24998 

加入者名「OM 日本事務局」

捧げよう

献金方法

セントビンセント

2021年4月9日、カリブ海のセントビンセントにあるスフリ
エール火山が噴火し、大規模災害となりました。火山の噴火は今
も激しく続き、島には今もなお大量の灰が降っている状況です。
火山灰と残骸の重い堆積物は家屋を破壊し、木々や畑を覆い、島
では電気の停電や水不足が未だ続いています。数千の人々が今も
避難所や友人の家に滞在しています。専門家の予想ではこの噴火
は年内ずっと続くということです。
噴火後、ＯＭのクルー達はすぐに現場に着き、ロゴスホープ号
より、避難所の人々に必需品や水の配給を開始しました。地域の
教会や団体と協力して飲み水、浄水フィルター、衛生用品、クリー
ニング用品、そしてマットレス等の供給に従事しています。

次のステップ：
まもなくロゴスホープ号は、更なる災害支援物資、心のケア活
動、そして子供たちに特別なプレゼントを配るためにセントビン
セントに戻ります。被災地にいる子供たちに聖書を配布するため
の支援献金をお願いします。

献金目的：
ロゴスホープは再度、救助物資をもってセントビンセントに寄
港し、3000冊の子供用聖書を配布します。購入と輸送費を含め、
聖書は一冊につき約21ユーロ（約2500円）を必要とします。	
どうか皆さんの温かいご支援をよろしくお願いします。

「子供用聖書」と明記し、OM 日本の
口座にご送金くださいますよう、 
お願いいたします。

  www.omjapan.org/give
		 郵便振替口座 02100-0-24998　 

加入者名「OM 日本事務局」

 �日本語教師ボランティア
	 日本国内 	� ボランティア
	| 海外から日本に長期宣教師としてくる
方達が、新型コロナウイルスのせいで
来日することができず、本国にて待機
をよぎなくされています。彼らが待機
している間、日本語をオンラインで教
えてくれる方を募集しています。ＯＭ
日本事務所までご連絡を。

 �ビデオ製作ボランティア
	 日本国内 	� 短期ボランティア
	| ＯＭ日本の活動紹介や、宣教師が本国
に報告するためのビデオ製作を手伝っ
てくださる方、撮影から編集に至るま
での工程ができる方、機材をお持ちの
方を募集しています。あなたの賜物を
主のために生かしてみませんか。

国内奉仕者募集

海外奉仕者募集
 �ＭＤＴ (Missions Discipleship 

Training)　
	 	南アフリカ、
ヨーロッパなど	

	� ６ヶ月〜2年間

	| 今号のP4を参考

 �ロゴス・ホープ号　
	 世界中 	� 1年間／2年間
	| ロゴス・ホープ号には常時60カ国から
400人以上の人がボランティアクルーと
して乗船。様々な国を航海し、寄港先と
船内でミニストリー。ロゴス・ホープ号
乗船中は、毎日決められた部署での仕事
を行い、さらに様々な形式の宣教と弟子
訓練に参加していく。

新
連
載
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こんにちは。私たちが所属するＯＭ宮
城チームは、宮城県の登米市と仙台市の
２つのチームからなり、合わせて10人
の宣教師が共に奉仕しています。登米市
は名前から分かると思いますが、お米の
産地です。地元特有の仲間意識と強い結
束力があり、宣教師にとっては未信者
との人間関係作りに難しさを覚えるこ
とがありますが、その分親しくなると、
深い関係を築くことができます。この数
年間、登米市で洗礼を受ける方々が相次
ぎ、その方達が自分の家族や友人へ伝道
し、またさらにクリスチャンが増えてい
ることが感謝なことです。

ところで、私たち夫婦は都市部の仙台
市におりますので、登米市とは違うアプ
ローチの仕方で、人との繋がりを築いて

いかなくてはいけません。その一つが、
ケンが率いるOM国際のアート•ミニス
トリーです。私達は演劇のワークショッ
プを月に1回行ったり、また、繋がりを
持てた友人のために絵を描いています。
ワークショップも絵も、相手の気持ちを
理解し、相手の立場から神様を感じる
ことができるように工夫をしています。
また、ホームレスのための聖書勉強会を
行ったり、彼らへのお弁当の準備、また
住む場所を一緒に探したり、ホームレス
の方達が社会復帰する上での生活面の
サポートをしています。さらに、仙台市
内の横のつながり（ネットワーク）を生
かしていくことで、様々な教会や信徒達
と一緒に奉仕することが可能になり、学
生伝道やイベント等、多くの宣教のチャ
ンスが与えられています。現在コロナに
より、以前とは状況が異なってきまし
たが、オンラインという形で直接会え
ない方との交わりが続けられています。
また、人と関係を築くためには、イベン
トでつながったあと、普段の何気ない交
わりをしてフォローアップすることが
とても大切だと思います。例えば、食事
や雑談、一緒に歌を歌ったり、青年た

ちとのピクニックや紅葉狩りなど、日々
の何気ないことを通して、彼らが神様
へと繋がることができるようになるこ
とを願っています。

東北はクリスチャンが少ない地域で
す。ですが私達は、既存教会を支え、日
本そして海外の信徒達と協力しながら、
新しいアイディアを積極的に取り入れ、
これからも宣教していきたいと思って
います。是非お祈りください。ボラン
ティア参加も受け付けています。

ＯＭアート•ミニストリー
仙台から発進！
仙台チーム活動報告

香港出身のケンと、マカオ出身のレイは、
2008 年に OM 宣教船で出会ったあと結婚。
2017 年に宣教師として来日。現在は宮城県
仙台市にて既存教会の支えと、ＯＭアート

（芸術）ミニストリーを行なっています。

ＯＭ国際アート • ミニストリー　
「INSPIRO」
	inspiroartsalliance.org/

資料申し込み：info.jp@om.org
映像、ミュージック、演劇、絵画
のあらゆる面で、主からいただい
たアートの賜物を賛美と伝道に生
かし、育て上げていく。ＯＭアー
トのフルタイム宣教師主催による
短期宣教、ワークショップ、４ヶ
月の訓練コースなどがあります。

特集


 
演劇ワークショップ

も絵も、相手の気持ちを理解
し、相手の立場から神様を感
じることができるように工夫

をしています

1		ホームレス伝道の様子			2 路上生活者との聖書勉強会
3		青年会の紅葉狩り			4		学生伝道の様子
5		アートワークショップの様子

特集

南アフリカで
宣教と学びに
よる弟子訓練

三重県出身の岡田拓実くんが、日本人として初めてＭＤＴ
(Missions Discipleship Training) に参加しています。世
界から集まってくる若者たちと１１ヶ月の共同生活。毎日の
聖書と宣教の学びに加え、実践的な伝道に始まり、さまざ
まな現場での奉仕、1000km 離れた場所でのアウトリーチな
ど、冒険でいっぱいです。

南アフリカでMDTプログラムに参加
している拓実です。

預言者ヨナのように
18歳の冬、私の教会のリーダーから
タイに短期宣教旅行に行ったらどうかと
いう誘い受けました。しかし、宣教には
全く興味がなかった私はその話を断りま
した。
それから数ヶ月後、高校を卒業した私
は自転車で旅に出ることにしました。し
かし、一ヶ月後予期せぬ大怪我により病
院に運ばれ6週間の入院生活を強いられ
ました。その時人生の虚しさを知り、人
生の目的は何なのか、全てを知る神様に
人生の導きを求め始めました。(ヤコブ
4:13-15,	イザヤ46:10)
退院後、様々な人々との出会いや出来
事を通して神様は私にMTD参加への導
きをくださいました。それから、精肉工
場で働き資金を貯めながら、言語学習な
どMDT参加への準備を始めました。

コロナによって閉ざされた
しかしそれから2年後の去年の夏、新
型コロナウイルスの世界的大流行により
南アフリカへの道は一度閉ざされてしま
いました。落ち込んでいた私に対し、神
様はアブラハムがイサクを捧げたように
この計画をわたしの前に捧げなさいと言
われました。
それから半年後の今年の2月、大規模
なコロナの感染拡大、ビザ申請の不備な
ど様々な問題があった中、神様は南アフ
リカへの道を開いてくださいました。
この四ヶ月間MDTのプログラム通し
て、特に神様との会話の中で多くのこと

を教えられています。
[ 私の弱さの中に働いてくださる神様

の力のすばらしさ ]  
2 コリント 12:9   ピリピ 4:13

何もできない初めての海外生活
南アフリカに入国しプログラムが始ま
るとすぐに英語での授業、ディスカッ
ション、アウトリーチが始まりました。
これが初めての海外生活だった私は自分
の弱さを教えられ、自分の力では何も出
来ないことに気付かされました。そこで、
人と話す時にも、授業に出席する時にも、
祈る時にも、聖書を読む時にも、何をす
る時にも神様に祈り助けを求めることに
しました。すると私の弱さのうちに聖霊
様の力が働いてくださり、言語にも文化
にも早く順応し良い学びの時を持つこと
が出来ました。

ホームレスへの奉仕を通して
2月から4月の間は、毎週水曜日にホー
ムレスの方々の支援を行っている施設を
訪ねアウトリーチをしました。神様の恵
みによって施設利用者のムドゥドュさん
と知り合い、良い関係を築くことが出来
ました。毎週彼にズル語を教えてもら
い、彼と御言葉をシェアーし共に祈る機
会が与えれました。ある日彼から仕事が
与えらるように祈ってほしいと言われた
ので、そのことについて一緒に祈りまし
た。するとそれから三週間後、リサイク
ルセンターでの仕事を始めたという知ら
せを聞くことが出来ました。彼との素晴
らしい時を恵みによって与えてくださっ
た神様に感謝です。

ランニング • ミニストリー
5月の中旬は二週間、ベースから
1000kmから離れたイースタンケープと
いう地にアウトリーチに行きました。宣
教団体が運営している全寮制の小中学校
に滞在しながら、クラスや礼拝の手伝
い、建物の改修工事や掃除などをしてい
ます。神様の恵みと導きによって私には
ランニングクラブのトレーニングを指導
する機会が与えれました。キツいトレー
ニングの後、生徒たちと10分間のバイ
ブルスタディと祈る時間を持つことが出
来ました。生徒たちとの素晴らしい時を
恵みによって与えてくださった神様に感
謝です。
また南アフリカにいるこの四ヶ月間、
外に買い物に行く時、走りに行く時、道
ゆく人々に声をかけ、彼らのために祈る
機会が与えられているのは恵みです。
何も取り柄のない私を神様が恵みに
よって神様の栄光のために用いてくだ
さっていることに感謝です。	

[ 神様は人生の旅路の地図 ]
箴言 3:6, 16   箴言 16:9

将来の保証はないＭＤＴ
MDTでは給料は出ません。また学位
や資格が取れる訳でもありません。MDT
のプログラムを終了しても何一つ将来の
保証はありません。MDTが始まるまで
は、MDT終了後のことで頭がいっぱい
でした。
プログラムの中で一週間、神様が自分
たちに与えてくださっている将来のビ
ジョンについて考える時間がありまし
た。その時私は、自分のうちにある聖書
翻訳への思いが主の御心なのか祈ってい
ました。それから二週間後、ベースで講
師として来ていたある宣教師の方にお会
いしました。彼女は昔パプアニューギニ
アで聖書翻訳家の方々と共に働きをされ
ていました。その中には日本人の聖書翻
訳家の方もみえたそうで、私が日本人だ
とわかると凄く喜んでくださいました。
その日、彼女と素晴らしい会話を持つこ
とが出来ました。また東南アジアで働き
をされている聖書翻訳家の方の連絡先や
聖書翻訳に関する多くの資料を頂くこと
が出来ました。私の些細な祈りに応えて
くださり、彼女との素晴らしい時を与え
てくださった神様に感謝です。
頭の中で色々と将来の道について考え
てしまいますが、神様は私の一歩一歩を
定め導いてくださっています。

全ては主の栄光のために
私が一人で人生を歩む時、私は何もす
ることはできません。私の人生は無意味
です。神様と共に歩み、神様が私の人生

を神様の栄光のために用いてくださるよ
うにお祈りをお願いします。

「あなたがたが多くの実を結び、わた
しの弟子となることによって、わたしの
父は栄光をお受けになるのです。」

ヨハネ 15:5, 8
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南アフリカ

１＆２　毎週水曜日のホームレスアウトリーチの施設と、拓実
くんが会うズールー民族のムドゥドュ。
３　広大なＯＭ南アフリカのＭＤＴセンターにある拓実くんの
住まい。男性３人での共同住まい。
４　広場において若者たちとスポーツや肉体トレーニングを通
して聖書の学びと祈りの時間を持つ。
５＆６　南アフリカに来て、ますます日本のための祈りに燃や
される拓実くん。祈祷会において、日本の状況説明とニーズを
分かち合う。
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MDTについて  
(Missions Discipleship Training)

	ドイツ、アイルランド、東ヨーロッパ、
スイス、トルコ、イギリス、	南アフリカ、	
ザンビア、ガーナ
期間：６ヶ月〜２年（開催国による）
資資資料申し込み：info.jp@om.org
世界の様々な若者と共に学び、海外にお
いて異文化宣教と異文化共同生活を体験
してみませんか。（要英語力）
MDTでは以下４つを柱としています：
[ 知識 ] 聖書の学びや異文化宣教の学び
を通しての学び
[ コミュニティ ] 海外の若者と共に住ま
う異文化生活
[ メンタリング ] 内面的な人格形成
[ 経験 ] さまざまな現場や他団体におい
ての実務奉仕

仙台発 OM アートへの参加者募集
ワークショップやアートを通した伝道活動
のために共に活動してみませんか？ 
OM アートでは、絵画、演劇、舞踊など、
ありとあらゆる分野でのアーチストと繋が
り、日本のキリスト者が主からいただいた
賜物を生かし、成長して主の栄光のために
用いられることを願っています。

参加しよう


